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平成23年度
上半期の財政状況

（9月30日現在）

一般会計歳入の状況
●予算額　　37億   821万円
●収入済額　25億9,185万円
●収入率　　69.9%

■
支
出
済
額
13
億
円
、
執
行
率
36
％

　

上
の
グ
ラ
フ
は
一
般
会
計
予
算
の

執
行
状
況
で
す
。
歳
入
と
歳
出
に
つ

い
て
、
予
算
額
に
対
す
る
進
み
具
合

を
そ
れ
ぞ
れ
収
入
率
、
執
行
率
で
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
歳

入
の
収
入
済
額
は
25
億
９
１
８
５
万

円
で
、
69
・
９
％
の
収
入
率
（
前

年
度
同
期
59
・
８
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
歳
出
の
支
出
済
額
は

５
％
増
で
総
額
37
億
円

13
億
２
４
１
５
万
円
で
、
執
行
率
は

35
・
７
％
（
同
36
・
２
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
村
債
残
額
36
億
円（　

   

37
億
円
）

　

事
業
を
行
う
際
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
に
村
が
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
る
村
債（
借
金
）の
残
高
は
、９
月

30
日
現
在
で
35
億
９
８
７
６
万
円

で
す
。
村
民
一
人
当
た
り
で
は
、約

55
万
円（
同
56
万
円
）と
な
り
ま
す
。

　

23
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算

額
は
、
35
億
９
０
０
７
万
円
で
し

た
。
そ
の
後
３
回
の
予
算
補
正
を
行

い
、
上
半
期
（
９
月
30
日
現
在
）
の

予
算
額
を
37
億
８
２
１
万
円
と
し
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
、
ひ
め
ほ
た
る

こ
ど
も
園
用
地
拡
張
工
事
、
住
基
シ

ス
テ
ム
改
修
事
業
、
い
わ
て
希
望
農

業
担
い
手
応
援
事
業
、
公
共
施
設
等

非
常
用
発
電
機
整
備
事
業
な
ど
を
追

加
し
、
全
体
で
１
億
１
８
１
４
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
同
期
と
の
予
算
額
の
比
較
で

は
、
農
林
水
産
業
費
が
５
８
５
１
万

円（
23
・
８
％
）、土
木
費
が
２
１
７

４
万
円（
６
・
２
％
）、公
債
費
が
２

０
３
７
万
円（
３
・
５
％
）の
減
と
な

る
一
方
、民
生
費
が
２
億
８
０
８
万

円（
33
・
０
％
）、消
防
費
が
２
２
２

４
万
円（
11
・
６
％
）、議
会
費
が
２

０
２
７
万
円（
43
・
１
％
）、教
育
費

が
２
０
６
８
万
円（
７
・
７
％
）増
加

し
、
総
額
で
は
１
億
８
０
７
５
万
円

（
５
・
１
％
）
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度

同
期
比

前
年
度

同　

期

　

村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成
23
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別

会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地
方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0 2 4 6 8 20

地方交付税

村　　　税

村 債

県 支 出 金

国庫支出金

繰　越　金

使用料及び手数料

地 方 譲 与税

地方消費税交付金

そ の 他

19億6,677万円
19億8,508万円（100.9%）

1億4,729万円
7,973万円（54.1%）

4億1,230万円

4億3,862万円

0万円（0.0%）

2億3,154万円（52.8%）

3億5,026万円
2,653万円（7.6%）

5,181万円
2,942万円（56.8%）

1億   633万円
1億   633万円（100.0%）

5,504万円
2,160万円（39.2%）

5,190万円
1,544万円（29.7%）

1億2,789万円
9,618万円（75.2%）

（億円）

予算額

収入済額

（　　）内は収入率

※その他は、諸収入・分担金及び負担金・自動車取得税交付金など

村
の
家
計
簿
を
公
表

一
般
会
計
予
算
は
37
億
８
２
１
万
円
に
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水道事業会計の状況
◎収益的収入と支出…主に飲料水を作るお金

予算額は前年度同期と比べ 150 万円（1.3％）の減となっています。

収　
　

入

科　　目 予算額 収入済額
水 道 料 金 11,100 6,050

一般会計補助金 148 0

そ の 他 の 収 益 202 14

合　　計 11,450 6,064

支　
　

出

科　　目 予算額 支出済額
浄･配･給水費用 3,570 1,752
施設等減価償却費 4,497 0
企業債利息償還金 2,106 1,065
その他(総係費含む) 1,277 362

合　　計 11,450 3,179

◎資本的収入と支出…主に施設を整備するお金
支出の予算額は前年度同期と比べ 170 万円（4.1％）の減となっています。

支出超過分は、内部留保資金で運営しています。

収　
　

入

科　　目 予算額 収入済額
国 庫 補 助 金 0 0

一般会計補助金 591 0

一般会計出資金 0 0

建設改良補償金 0 0

企 業 債 0 0

合　　計 591 0

支　
　

出

科　　目 予算額 支出済額

施 設 改 良 費 361 171

老朽管更新事業費 0 0

営 業 設 備 費 63 0

企 業 債 償 還 金 3,537 1,735

合　　計 3,961 1,906

（単位：万円）

（単位：万円）

特別会計の状況
区       分 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 7億4,615万円 3億3,046万円
（44.3％）

3億909万円
（41.4％）

後期高齢者医療 4,480 万円 1,287 万円
（28.7％）

965 万円
（21.5％）

農業集落排水事業 2,860 万円 1,495 万円
（52.3％）

1,354 万円
（47.3％）

下 水 道 事 業 1億4,616万円 6,346 万円
（43.4％）

5,397 万円
（36.9％）

索 道 事 業 3,669 万円 208 万円
（5.7％）

794 万円
（21.6％）

戸 田 財 産 区 977 万円 408 万円
（41.8％）

130 万円
（13.3％）

伊保内財産区 1,291 万円 314 万円
（24.3％）

509 万円
（39.4％）

江刺家財産区 841 万円 74 万円
（8.8％）

155 万円
（18.4％）

合 計 10億3,349万円 4億3,178万円
（41.8％）

4億213万円
（38.9％）

※収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で一時
　運用を行っています。

公有財産・基金の状況
区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

土 地 973,500㎡ ＋775㎡
建 物 63,625㎡ ＋1,535㎡
有 価 証 券 416万円 ±0万円
出資による権利 7,424万円 ±0万円
物 件 公用車・消防車など68台 ＋1台
財政調整基金 12億8,173万円 ＋6億1,189万円
人材育成基金 1億円 ±0万円
減 債 基 金 1億4,588万円 ±0万円
地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円
その他の基金 1億303万円 ＋636万円

区       分 9月30日現在高 3月31日との比較
政 府 資 金 19億9,545万円 ＋2,589万円
地公体金融機構 5億4,734万円 ＋1億6,602万円
市中銀行など 8億4,892万円 －5,323万円
共 済 な ど 6,548万円 －719万円
岩 手 県 基 金 1億4,157万円 ±0万円
合 計 35億9,876万円 ＋1億3,149万円

村債の状況
※基金現在高は、一般会計に係るものを掲載しています。

一般会計歳出の状況
●予算額　　37億   821万円
●支出済額　13億2,415万円
●執行率　　35.7%

0 2 4 6 8 10 

総 務 費 

民 生 費 

公 債 費 

土 木 費 

教 育 費 

消 防 費 

農林水産業費

衛 生 費 

議 会 費 

そ の 他 

10億2,218万円 
3億6,211万円（35.4%） 

8億3,805万円 
2億6,826万円（32.0%） 

5億5,832万円 

3億2,800万円 
8,427万円（25.7%） 

2億8,773万円 
9,821万円（34.1%） 

2億1,440万円 
8,924万円（41.6%）

1億8,779万円 
5,148万円（27.4%）

1億6,079万円 

6,734万円 
3,762万円（55.9%） 

4,361万円 
1,458万円（33.4%） 

（億円） 

予算額 

支出済額 

（　　）内は執行率 

2億5,900万円（46.4%） 

5,938万円（36.9%） 

※その他は、商工費・災害復旧費・予備費。
用地拡張工事を行ったひめほたるこども園
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News & Information

平成 23 年秋の叙勲が内閣府から発表され、本村から松田憙衛さん（鹿島）と
上村德一郎さん（山根）が受章の栄誉を受けられました。

元九戸村消防団団長

松田　憙
よ し

衛
え

さん
（70歳・鹿島）

元九戸村消防団副団長

上村　德
と く

一
い ち

郎
ろ う

さん
（70歳・山根）

瑞宝双光章

瑞宝単光章

平成23年　秋の叙勲

　

昭
和
38
年
５
月
、
九
戸
村
消
防
団

に
入
団
。
以
来
平
成
21
年
６
月
ま
で
、

45
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
域
消
防
や

防
災
活
動
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
平
成
７
年
６
月
か
ら

平
成
21
年
６
月
ま
で
村
消
防
団
の
副

団
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
村

さ
ん
は
消
防
団
入
団
以
来
、
予
防
査

察
や
防
火
指
導
な
ど
の
分
団
事
業
に

積
極
的
に
参
加
。
ま
た
、
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
点
検
整
備
を
は
じ
め
、

消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
保
守
管
理
な

ど
、
非
常
時
の
円
滑
な
消
防
活
動
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
58

年
に
分
団
長
に
就
任
し
て
以
来
は
団

員
に
対
す
る
規
律
訓
練
を
実
施
し
、

団
員
の
規
律
節
度
の
確
保
に
大
き
な

成
果
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
38
年
３
月
、
九
戸
村
消
防
団

に
入
団
。
以
来
平
成
22
年
９
月
ま
で
、

47
年
７
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
平
成
６
年
６
月
か
ら
平
成

22
年
９
月
ま
で
村
消
防
団
の
団
長
を

務
め
、
水
防
活
動
や
火
災
消
火
活
動

に
率
先
し
て
あ
た
り
、
地
域
住
民
の

生
命
・
財
産
の
保
護
な
ど
消
防
防
災

活
動
に
尽
力
。
消
防
操
法
技
術
の
習

得
に
重
点
を
置
い
た
指
導
に
努
め
る

な
ど
、
消
防
団
員
の
資
質
の
向
上
に

も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

10
年
に
軽
米
町
で
発
生
し
た
大
規
模

な
山
林
火
災
の
際
に
は
、
応
援
要
請

を
受
け
約
１
０
０
名
の
団
員
と
出
動

し
、
的
確
な
判
断
に
よ
る
指
揮
を
と

ら
れ
ま
し
た
。

写真提供：デーリー東北新聞社
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News & Information

村民体育大会綱引き競技の会場で、櫻庭豊太
郎村体育協会会長から表彰状が贈られました

❖
　

功
労
賞

●
和
蛇
田
教
夫
（
戸
田
第
二
区
体
育
振
興
会
）

九
戸
村
体
育
協
会
副
会
長
、

地
区
体
育
振
興
会
役
員
を

歴
任
さ
れ
、
本
村
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

●
関
畑
希
（
一
関
学
院
高
３
年
）

平
成
23
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

出
場
。

●
小
笠
原
奈
々
（
福
岡
高
３
年
）

平
成
23
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
弓
道
競

技
大
会
女
子
団
体
出
場
。

●
林　

里
美
（
九
戸
中
１
年
）

●
斉
藤
樹
羅
（
九
戸
中
１
年
）

●
滝
谷
莉
奈
（
戸
田
小
５
年
）

第
15
回
日
韓
青
少
年
夏
季

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
に
お

い
て
日
本
代
表
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
選
手
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
。

❖
　

奨
励
賞

●
柳
沢
あ
や
ね
（
九
戸
中
３
年
）

●
奥
井　

芹
奈
（
九
戸
中
３
年
）

Ｕ
（
ア
ン
ダ
ー
）-

14

東
北
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
岩
手
県
代
表
選
手

と
し
て
出
場
。

●
風
張
鼓
太
郎
（
九
戸
中
２
年
）

第
35
回
岩
手
県
中
学
校
新

人
大
会
相
撲
競
技
個
人
戦

第
３
位
。
東
北
大
会
出
場
。

●
九
戸
中
学
校

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
58
回
岩
手
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
第
３
位
。

●
九
戸
中
学
校

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
35
回
岩
手
県
中
学
校
新

人
大
会
第
３
位
。

●
九
戸
中
学
校
男
子
駅
伝
部

二
戸
地
区
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
３
年
連
続
優
勝
（
平
成

21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
）。

●
九
戸
中
学
校
相
撲
部

第
32
回
東
北
中
学
校
相
撲

大
会
出
場
。

●
伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
33
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会

東
北
Ⅰ
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
準

優
勝
。

●
伊
保
内
第
一
区
体
育
振
興
会

九
戸
村
民
体
育
大
会
総
合
の

部
５
年
連
続
優
勝
（
平
成
18

年
度
か
ら
平
成
22
年
度
）。

❖
　

優
秀
選
手
賞

●
坂
本
幸
治
（
㈱
阿
部
繁
孝
商
店
）

●
田
澤
大
智
（
㈱
阿
部
繁
孝
商
店
）

天
皇
賜
杯
第
66
回
全
日
本

軟
式
野
球
大
会
出
場
。

●
河
村
泰
輔
（
㈱
阿
部
繁
孝
商
店
）

天
皇
賜
杯
第
66
回
全
日
本

軟
式
野
球
大
会
出
場
。
第

66
回
国
民
体
育
大
会
軟
式

野
球
競
技
会
出
場
。

●
橘
廉
（
花
巻
東
高
３
年
）

第
93
回
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
大
会
出
場
。

●
向
川
洸
貴
（
福
岡
工
業
高
３
年
）

平
成
23
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
弓
道
競

技
大
会
男
子
団
体
準
優
勝
。

村
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞

　　

平
成
23
年
度
の
村
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
次
の
14
人
６
団
体
に

決
定
し
、
村
民
体
育
大
会
綱
引
き
競
技
の
会
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）
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１年間の無事故無違反を願う

交通安全祈願祭
　
　

　
　
　
　二戸交通安全協会九戸分会で
は、年の初めに１年間の無事故
無違反を願う「交通安全祈願祭」
を次のとおり行います。
■日時　平成 24年１月４日㊌　
　　　　午後２時から
■会場　村山村開発センター

交通安全功労者優良運転者表彰
　交通安全祈願祭の席上で「交
通安全功労者・団体」と「優良
運転者」の表彰を行います。
■表彰の対象　
①交通安全功労者・団体表彰…
長年にわたり地域の交通安全活
動を行い、無事故無違反の実現
に貢献のあった個人または団体。
②優良運転者表彰…おおむね７
年以上無事故無違反を継続して
いる運転者。
　この表彰（地区表彰・県表彰
受賞者を含む）に該当すると思
われる方は、12 月 22 日㊍まで
に当分会の副分会長へお知らせ
ください。

■問い合わせ　二戸交通安全協会
九戸分会（田澤忠雄宅☎43-2546）

　

第
38
回
二
戸
地
方
交
通
安

全
大
会
（
二
戸
地
方
交
通
安

全
対
策
協
議
会
）
は
11
月
１

日
、
二
戸
市
民
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
、
交
通
安
全
功
労

者
の
部
で
荒
田
光
雄
さ
ん（
妻

の
神
）、
交
通
安
全
優
良
団
体

の
部
で
山
根
地
区
交
通
安
全

母
の
会
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た

り
交
通
安
全
思
想
の
啓
発
お

よ
び
普
及
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

二戸地方交通安全功労者・優良団体表彰

山根地区交通安全
母の会

秋
季
優
良
交
通
団
体
・
交
通
功
労
者
・
優
良
運
転
者
表
彰
式

上
柿
義
蔵
さ
ん
ら
１
団
体
と
５
人
が
受
賞

村から１団体と５人が表彰を受けました

今年１月に行われた交通安全祈願祭

　

平
成
23
年
秋
季
優
良
交
通
団
体
・
交
通

功
労
者
・
優
良
運
転
者
表
彰
式
（
二
戸
地

区
交
通
安
全
協
会
・
二
戸
警
察
署
主
催
）

は
11
月
11
日
、
二
戸
市
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た

の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

■
交
通
栄
誉
章
（
緑
十
字
銅
章
）・
全
日

本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
▽
優
良
運
転

者　

上
柿
義
蔵
（
柿
の
木
）

■
岩
手
県
警
察
本
部
長
・
岩
手
県
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
▽
優
良
交
通
団
体　

戸
田
小
学
校
▽
優
良
運
転
者　

柾
切
澤
キ

ヨ
（
二
ツ
家
）、
山
本
茂
則
（
妻
の
神
）

■
二
戸
警
察
署
長
・
二
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
長
連
名
表
彰
▽
優
良
運
転
者　

上
山
宜
志
（
伊
保
内
下
）、石
川
ツ
エ
（
江

刺
家
上
）

「交通災害共済見舞金」の請求漏れはありませんか？

■対　象　者　市町村交通災害共済の加入者で、道路上での自動車、バ
　　　　　　イク、自転車などの交通に伴う事故にあった方
■請求期間　交通事故にあった日から２年以内
■請求方法　請求書類は総務企画課に備え付けてあります。必要事項
　　　　　　を記入して提出してください。※共済見舞金請求書には、
　　　　　　交通事故証明書、診断書などを添付していただきます。
■問い合わせ　総務企画課庶務財政班（☎ 42-2111 内線 168）
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幼
稚
園
の
申
し
込
み

平成 23年度年長児親子運動会より

保育園・幼稚園の
園児を募集

■
入
園
で
き
る
児
童

　

保
育
園
に
入
園
で
き
る
の
は
、
児
童
の

家
庭
の
方
が
、
❶
会
社
勤
め
な
ど
家
の
外

で
働
い
て
い
る
❷
家
庭
で
家
事
以
外
の

仕
事
を
し
て
い
る
❸
妊
娠
中
、
ま
た
は
出

産
後
間
も
な
い
❹
病
気
や
け
が
、
ま
た
は

精
神
や
身
体
に
障
害
が
あ
る
❺
病
人
や

心
身
障
害
者
な
ど
の
世
話
を
し
て
い
る

︱
な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で
の
保
育
が

十
分
で
き
な
い
場
合
と
な
り
ま
す
。

■
入
園
の
申
し
込
み

　

あ
ら
か
じ
め
、
保
育
園
か
役
場
住
民

生
活
課
で
申
込
用
紙
を
受
け
取
り
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
住
民
生
活

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
っ
て
く
る
も
の

❶
保
護
者
の
印
鑑
❷
保
護
者
が
会
社
な

ど
に
勤
め
て
い
る
場
合
は
、
平
成
23
年

分
の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
交
付

を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
後
日
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
❸
給
与
所
得
者
以

外
（
農
業
や
事
業
所
得
者
な
ど
）
の
方
、

給
与
所
得
者
で
も
所
得
税
の
確
定
申
告

　

平
成
24
年
度
の
村
内
保
育
園
と
幼
稚
園
の
入
園
申
し
込

み
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
︒
お
子
さ
ん
の
入
園

を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
関
係
書
類
を
持
参
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑
現
在
入
園
し
て
い
る
児
童
が
引
き

続
き
入
園
す
る
場
合
の
手
続
き
は
不
要
で
す
︒

【受付期間】　12 月 12 日（月）～ 12 月 16 日（金）
【受付場所】　保育園…役場住民生活課 

　　　　　　幼稚園…ひめほたるこども園

園児を募集する施設
施設名 電話番号 対象年齢 定員 通常保育時間 開所時間

伊保内保育園 42-2208 生後６か月以上 80 人   8:00～16:00
※延長保育
18:15～19:15

7:15～19:15

戸　田保育園 43-2315 満２歳以上 45 人

7:30～19:15（幼保一体型施設）

ひめほたる
こども園

41-1300

保育園 満２歳以上

60 人
幼稚園 満３歳以上

  8:00～15:00
※預かり保育
15:00～18:00

※対象年齢は平成 24 年４月１日現在の年齢

保
育
園
の
申
し
込
み

―問い合わせ―
それぞれの保育施設
住民生活課
　☎42-2111内線203
村教育委員会
　☎42-2111内線333

を
す
る
方
は
、
申
告
書
の
写
し
（
申
告

後
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
調
べ
て
お
く
こ
と

❶
平
成
23
年
分
の
所
得
❷
耕
地
な
ど
財

産
の
状
況
❸
同
居
し
て
い
る
家
族
全
員

の
氏
名
、
生
年
月
日

■
保
育
料
に
つ
い
て

　

お
支
払
い
い
た
だ
く
保
育
料
は
、
前

年
の
所
得
税
・
村
民
税
の
額
や
児
童
の

年
齢
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

※
子
ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
に
あ
っ
て

は
、
村
内
保
育
施
設
に
入
園
す
る
児
童

の
保
育
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

■
入
園
の
決
定

　

申
込
書
類
を
審
査
し
、
後
日
入
園
決

定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
申

し
込
み
時
に
入
園
希
望
の
保
育
園
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
各
保
育
園

の
定
数
な
ど
に
よ
り
希
望
に
添
い
か
ね

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　■

入
園
の
申
し
込
み

　

あ
ら
か
じ
め
、
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も

園
か
教
育
委
員
会
で
入
園
願
書
を
受
け

取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ひ
め

ほ
た
る
こ
ど
も
園
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
調
べ
て
お
く
こ
と

　

現
在
同
居
し
て
い
る
家
族
全
員
の
氏

名
、
生
年
月
日

■
主
な
納
入
金

　

保
育
料
（
月
額
２
５
０
０
円
）、
給
食

費
（
月
額
２
５
０
０
円
）

※
子
ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
は
、
保
育

料
お
よ
び
給
食
費
は
無
料
と
な
り
ま
す
。



8

News & Information

九戸村における放射線量の測定値

○　九戸村の放射線測定値は、国際放射線防護委員会が勧告した「屋外活動が制限される上限の
　暫定数値（3.8 マイクロシーベルト / 時＝年間 20 ミリシーベルト）を大幅に下回っています。
　さらに厚生労働省・文部科学省は自然放射線以外の外部被ばくの放射線量を、年間 1 ミリシー
　ベルト以下が望ましいとしており、九戸村の放射線量はこれについても下回っています。
○　最新の測定値は村ホームページでお知らせしています。

【問い合わせ】総務企画課庶務財政班 ☎ 42-2111 内線 167

月　日
曜
日

役場 戸　田
保育園

伊保内
保育園

ひめほたる
こども園

戸　田
小学校

山　根
小学校

伊保内
小学校

長興寺
小学校

江刺家
小学校

九　戸
中学校

0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ 0.5ｍ 1.0ｍ
11月14日 月 0.050 0.049 0.054 0.055 0.101 0.090 0.082 0.081 0.067 0.066 0.043 0.039 0.065 0.055 0.050 0.040 振替休校 0.049 0.042
11月15日 火 0.049 0.051 0.048 0.050 0.095 0.106 0.087 0.075 0.071 0.063 0.041 0.038 0.057 0.054 0.048 0.035 0.079 0.066 0.052 0.045
11月16日 水 0.049 0.049 0.047 0.049 0.100 0.095 0.076 0.086 0.062 0.055 0.035 0.038 0.056 0.056 0.042 0.040 0.071 0.067 0.043 0.047
11月17日 木 0.043 0.050 0.055 0.052 0.094 0.087 0.085 0.084 0.058 0.056 0.037 0.034 0.051 0.052 0.044 0.037 0.067 0.068 0.051 0.039
11月18日 金 0.054 0.047 0.052 0.047 0.084 0.092 0.083 0.072 0.063 0.064 0.039 0.035 0.055 0.048 0.050 0.046 0.077 0.068 0.050 0.044

▼
除
雪
は
バ
ス
路
線
を
優
先

　

村
で
は
、
①
バ
ス
路
線
②
学
童

通
学
路
③
幹
線
道
路
④
そ
の
他
の

道
路
の
順
番
で
行
い
ま
す
。﹁
家

の
前
の
除
雪
が
遅
い
﹂
と
の
声
も

ご
ざ
い
ま
す
が
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

▼
玄
関
先
の
雪
処
理
の
お
願
い

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
家
の
前

に
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

除
雪
車
の
能
力
や
時
間
的
な
問
題

で
、
家
の
前
の
雪
を
取
り
除
く
こ

と
は
困
難
で
す
の
で
、
各
家
庭
で

の
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
の
障
害

　

除
雪
を
す
る
と
き
最
も
障
害
と

な
る
の
は
、
路
上
に
放
置
さ
れ
て

い
る
車
両
で
す
。
路
上
駐
車
が
あ

る
と
、
除
雪
車
が
入
れ
ず
後
回
し

に
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は

除
雪
を
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

○
山
林
な
ど
の
財
産
管
理
の
お

願
い

　

昨
年
大
雪
の
際
、
広
範
囲
に

わ
た
り
倒
木
が
発
生
し
、
村
民

皆
さ
ま
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、

電
気
・
電
話
線
の
切
断
お
よ
び

村
道
な
ど
の
交
通
（
除
雪
作
業

な
ど
）
に
多
大
な
影
響
が
生
じ

ま
し
た
。
日
頃
か
ら
山
林
な
ど

自
己
財
産
の
管
理
を
し
て
い
た

だ
き
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
道
路

交
通
（
除
雪
作
業
な
ど
）
に
障

害
が
起
き
ぬ
よ
う
、
木
や
枝
な

ど
の
除
去
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
万
が
一
倒
木

が
発
生
し
、
道
路
交
通
上
支
障

が
生
じ
る
場
合
は
伐
採
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
併
せ
て
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

（
＊
道
路
法
第
42
条
、
43
条
に
よ

り
道
路
な
ど
へ
の
倒
木
に
つ
い

て
伐
採
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班

　

☎
42
︲
２
１
１
１
内
線
２
８
２

す
。
ま
た
、
火
災
が
発
生
し
た
と

き
は
消
火
活
動
の
妨
げ
に
も
な
り

ま
す
。
路
上
駐
車
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　

除
雪
を
し
た
道
路
に
、
雪
が
押

し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
に
押
し
出
さ
れ
た
雪
や

氷
が
原
因
と
な
る
交
通
事
故
や
交

通
障
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
各
家

庭
の
雪
は
、
敷
地
内
で
処
理
し
ま

し
ょ
う
。

▼
地
域
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

自
宅
前
や
身
近
な
道
路
、
歩
道
、

消
火
栓
の
周
囲
な
ど
は
、
隣
近
所

で
協
力
し
合
っ
て
除
雪
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
視
界

の
悪
い
時
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

の
際
は
、
黒
っ
ぽ
い
服
装
を
避
け
、

目
立
つ
色
の
服
を
身
に
着
け
る
な

ど
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
︒
村
で
は
︑
こ
の
冬
も

安
全
な
交
通
の
確
保
を
目
指
し
︑
お
お
む
ね
降
雪
10
セ
ン
チ
を
め

ど
に
村
と
委
託
業
者
２
社
で
除
雪
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
︒
除
雪
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
︒
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
た
め
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

除
雪
作
業
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

単位：マイクロシーベルト／時

※測定値は、測定箇所で計測した平均値です。
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News & Information

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

●
居
住
費
・
食
費
の
負
担
限
度

額
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含

む
）
の
居
住
費
・
食
費
は
全
額

利用者負担区分 利用者負担上限額

一般世帯（下記の区分に該当しない） 37,200 円

世帯全員が
住民税非課税

課税年金収入額と合計所得金額の合計額が
年間 80 万円を超える方

24,600 円

課税年金収入額と合計所得金額の合計額が
年間 80 万円を超えない方

15,000 円
・世帯全員が住民税非課税で、本人が老齢福祉年金受給者
・生活保護受給者など

いわて第２クリーンセンター事業報告会

　平成 21 年４月より営業を
開始した「いわて第２クリー
ンセンター」は、地域の皆さ
まのご理解と多大なるご協力

により、順調に稼働し、開業から２年半が経過し
ました。つきましては、施設運営状況ならびに環
境活動などについて事業報告会を開催します。
●日時　12 月 14 日（水）午後１時 30 分～午後４時
●場所　いわて県北クリーン株式会社　会議室
●内容　いわて第２クリーンセンター運営状況、
　　　　環境活動のご報告、施設見学など

いわて第２クリーン
センター

オドデ館より約 800m
オドデ館

九
戸
Ｉ
Ｃ

九戸インター
工業団地

⬆

問い合わせ：いわて県北クリーン㈱　☎ 42-4085

自
己
負
担
で
す

が
、
所
得
の
低

い
方
は
、
申
請

に
よ
り
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

負
担
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
、
介
護
保
険
担
当

窓
口
に
申
請
し
て
、﹁
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証
﹂
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認

定
証
」
の
有
効
期
間
は
、
申
請

月
か
ら
６
月
末
日
ま
で
と
な
り
、

毎
年
度
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
費
用
の
１
割
を
利
用
料
と
し

て
支
払
い
ま
す
が
、
介
護
保
険

で
は
、同
じ
月
に
利
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
１
割
の
自
己
負
担
の
合

計
額
が
、
上
表
の
負
担
上
限
額

を
超
え
た
と
き
は
、
超
え
た
分

が
申
請
に
よ
り﹁
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
﹂
と
し
て
後
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
福
祉
用
具
の
購
入
費
、
住
宅

改
修
の
費
用
、
入
所
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）の
食
費
・
居
住
費（
滞

在
費
）、
日
常
生
活
な
ど
の
実
費

相
当
分
や
利
用
限
度
額
を
超
え

た
サ
ー
ビ
ス
費
用
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※
同
一
世
帯
に
複
数
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
い
る
場
合

は
合
算
額
で
計
算
し
ま
す
。

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
手

続
き

　

申
請
を
し
て
い
た
だ
い
た
方

に
対
し
、
審
査
・
決
定
を
行
い
、

指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
に
な

り
ま
す
。
一
度
申
請
を
し
て
口

座
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
た

方
は
、
２
回
目
以
降
の
申
請
は

不
要
で
す
。（
登
録
口
座
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
新
た
に
口

座
の
登
録
が
必
要
で
す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の

①
被
保
険
者
本
人
の
印
鑑

②
被
保
険
者
本
人
の
預
金
・
貯
金
通
帳

③
介
護
保
険
被
保
険
者
証

︻
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
︼

●
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班

　

☎
42
︲
２
１
１
１
内
線
１
２
１

●
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　

介
護
保
険
推
進
室
☎
23
︲
７
７
７
２
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むらのわだい

エールを込めて花贈る
野田小へシクラメンを寄贈

　長興寺小学校（佐藤卓校長）の佐藤校長と紺野良

副校長は11月１日、野田村立野田小学校（高橋啓

司校長）を訪れ、シクラメン16鉢を寄贈しました。

これは、東日本大震災の被災地を支援しようと長興

寺小の児童が育てたもので、鉢には応援のメッセー

ジを添付。児童の代表で受け取った野田小６年の外

舘奈々さんと中村樹里さんは「この花を教室に飾っ

て、明るい学校にしていきたいです」と笑顔を見せ

ていました。

吟行会で秋を楽しむ
くのへ俳句会が吟行会を実施

　くのへ俳句会（舘村初男会長）は10月25日、村

内一巡の吟行俳句会を実施しました。戸田神明宮か

ら始まり、長興寺や九戸神社、首塚などを見学。会

員たちは深みゆく秋の景色の中、村内の名所を俳句

詠みの視点で観察していました。その後はふるさと

の館で月例会を行い、この日に心に留めたことなど

を詠んだ句を披露し合いました。
※くのへ俳句会では一緒に俳句を楽しみたい方を募集しています。
　入会を希望する方は事務局（古舘保男☎42-2688）までご連絡
　ください。村内の名所を回り、句の素材を探すくのへ俳句会の皆さん

村の農産物を被災地へ
宮古市の被災者へネギを寄贈

　盛岡市の震災復興支援団体「ゆいっこ盛岡」（藤原

慧矢代表）は11月13日、村のネギを収穫し、宮古

市の雇用促進住宅の皆さんに配付しました。ネギを

提供したのは、北いわて農協の野菜部会九戸支部ネ

ギ専門部部長の関向竹志さん。この日はあいにくの

雨でしたが、ゆいっこ盛岡のメンバーと地元の方を

中心に収穫作業を行い、千本余りのネギを収穫しま

した。配付先の宮古市の方々は大変喜んでくれてい

たということです。 ゆいっこ盛岡と地元の皆さんで、ネギを収穫しました

長興寺小の児童が育てたシクラメンが届けられました
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎ 42-2111（内線 168）へお寄せください。Mura no wadai

岩部村長から花束を贈られ、笑顔を見せる小野寺さん

郷土の食と芸能を楽しむ
ふるさと創造館まつりにぎわう

　第２回ふるさと創造館まつり（村文化協会主催）

は11月13日、ふるさと創造館で開催され、多くの

来場者でにぎわいました。会場では押花や手芸など

の作品が展示されたほか、魚の塩焼き、田楽豆腐な

どの地場産品を販売。特設ステージで行われた発表

部門では、村舞踊研究会など4団体が舞踊や民謡、

郷土芸能を披露したほか、第35代青森県民謡王座

の下田清美さんらゲストの皆さんが会場を一層盛り

上げ、客席からは大きな拍手が送られていました。 「南部もちつき唄」に合わせ、餅つきの実演が行われました

知恵出し合い準備進める
伊保内高校生ボランティアスクール

　高校生ボランティアスクールは11月５日と６日

の２日間、県北青少年の家で開催されました。HOZ

ホールで行われた開会行事で浅水仁美さん（２年）

は「ボランティアスクールでは、前回の子ども読書

会の経験を生かし、前回よりすばらしいものを作り

上げるよう頑張りたい」と意気込みを語りました。

参加者は、毎年１月に行われている「地域子ども読

書会」に向け、紙芝居の制作などに熱心に取り組ん

でいました。地域子ども読書会に向けて紙芝居の制作に取り組む生徒

これからもお元気で
小野寺タキさん 101 歳を迎える

　小野寺タキさん（長興寺下）は11月９日、めで

たく満101歳の誕生日を迎えました。岩部茂村長は

小野寺さんの自宅へお祝いに駆けつけ、「これからも

お元気で、長生きしてください」とお祝い金と花束

を贈呈。家族の方が見守る中、「ありがとうございま

す」と笑顔で応え、岩部村長との会話を楽しんでい

ました。小野寺さんは明治43年生まれで、村の女

性の最高齢者です。これからもお元気にお過ごしく

ださい。
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7,000人の広場

　

○
カ
ラ
期
間
と
は

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
25
年
以
上
公
的

年
金
制
度
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
か
、
国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す

が
、
こ
の
25
年
に
は
い
わ
ゆ

る
「
カ
ラ
期
間
」（
合
算
対

象
期
間
）
も
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
期
間
は
、
25
年
の
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

な
い
「
実
」
の
な
い
期
間
の

た
め
、
通
称
「
カ
ラ
期
間
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
カ
ラ

期
間
の
主
な
も
の
は
、
原

則
、
昭
和
36
年
４
月
以
後
の

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
期
間

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入

で
き
た
の
に
任
意
加
入
し
な

か
っ
た
次
の
人
の
期
間
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
①
昭
和

61
年
３
月
ま
で
の
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
者
の
被
扶
養
配

偶
者
、
②
平
成
３
年
３
月
ま

で
の
学
生
、
③
海
外
在
住
の

日
本
人
。
ま
た
、
昭
和
61
年

３
月
ま
で
に
厚
生
年
金
な
ど

か
ら
脱
退
手
当
を
受
け
た
期

間
も
カ
ラ
期
間
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
本
人
の
申
し
出
が
必
要

　

原
則
と
し
て
、
ご
本
人
の

申
し
出
に
基
づ
い
て
カ
ラ
期

間
の
有
無
が
調
査
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
25
年

の
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期

間
を
満
た
せ
な
い
方
で
、
カ

ラ
期
間
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
期
間
を
も
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
住
民
生

活
課
国
保
住
民
班
（
☎
42
・

２
１
１
１
内
線
２
１
１
）
ま

た
は
二
戸
年
金
事
務
所
（
☎

23
・
４
１
１
１
）
へ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「
カ
ラ
期
間
」を
ご
存
知
で
す
か

国 民 金年

伊
保
内
ス
ポ
少
が
優
勝
飾
る

第
６
回
鬼
柳
カ
ッ
プ
争
奪
学
童
野
球
交
流
大
会

　

10
月
22
日
、
23

日
に
北
上
市
で
開

催
さ
れ
た
第
６
回

鬼
柳
カ
ッ
プ
争
奪

学
童
野
球
交
流
大

会
（
鬼
柳
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
主

催
）
で
、
伊
保
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
大
会
に
は
、

昨
年
の
９
月
に
行

わ
れ
た
県
学
童
軟

式
野
球
新
人
大
会
で
ベ
ス
ト
８

以
上
の
成
績
を
残
し
た
チ
ー
ム

な
ど
、
16
チ
ー
ム
が
出
場
。
伊

保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
接
戦

を
制
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
勝

ち
上
が
り
、
決
勝
戦
で
は
江
釣

子
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
北
上
市
）
を
８
対
１
で
破
っ
て

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、

最
優
秀
選
手
賞
に
柾
切
澤
和
弥

く
ん
（
伊
保
内
小
６
年
）、
優
秀

選
手
賞
に
森
恭
太
郎
く
ん
（
同
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

鬼柳カップ争奪学童野球交流大会で優勝を果たした伊保内スポーツ少年団

　

第
25
回
村
ち

び
っ
子
綱
引

き
大
会
は
11
月

６
日
、
村
体
育

セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
児
童

た
ち
は
練
習
で

培
っ
た
丈
夫
な

体
と
技
を
競
い

ま
し
た
。
大
会

に
は
村
内
５

つ
の
小
学
校
か

ら
11
チ
ー
ム

が
出
場
。
選
手
た
ち
は
保

護
者
や
仲
間
の
声
援
を
受

け
、
か
け
声
に
合
わ
せ
て

力
強
く
綱
を
引
い
て
い
ま

し
た
。
競
技
の
結
果
、
圧

倒
的
な
強
さ
を
見
せ
つ
け

た
山
小
イ
ー
グ
ル
ス
（
山

根
小
）
が
２
連
覇
を
達
成
。

準
優
勝
は
戸
田
フ
ェ
ア

リ
ー
改
（
戸
田
小
）、
３

位
は
戸
田
魂
（
戸
田
小
）、

江
刺
家
Ａ
（
江
刺
家
小
）

と
な
り
ま
し
た
。

２年連続の優勝に輝いた山小イーグルス

山小イーグルス２連覇達成
村ちびっ子綱引き大会
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安堵城心
こ

々
こ

花
な

ちゃん

12月13日生まれ／戸田下
（父）旭さん（母）里実さん

いつもニコニコ笑顔のここ
なちゃん　いっぱい食べて
元気いっぱい育ってね。そし
てお兄ちゃんと仲良くね♡

パパ・ママより

7,000人の広場

む
ら
の
文
芸
短
日
や
つ
い
つ
い
遅
く
な
る
夕
餉

田
村
　
畦
畔

十
五
夜
と
街
灯
頼
り
に
稗
を
打
つ

初
め
て
の
土
方
仕
事
や
神
の
留
守

義
　
也

ク
ァ
オ
ク
ァ
オ
と
鳥
渡
る
ら
し
暗
き
空

仏
壇
に
ま
ず
供
え
る
は
今
年
米

古
舘
や
す
お

里
数
軒
秋
空
映
し
て
川
が
行
く

鳥
渡
る
七
十
路
の
腰
伸
ば
し
た
り

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

【
吟
行
句
の
部
】

・（
天
）七
人
の
ど
っ
と
笑
う
や
紅
葉
宿
　（
青
村
）

・（
地
）佳
き
里
に
良
き
人
の
住
む
豊
の
秋（
青
村
）

・（
人
）山
門
に
ふ
み
女
の
句
碑
や
秋
の
風（
畦
畔
）

〔
選
者
　
菅
野
岑
子
〕

菅
野
　
岑
子

新
涼
と
い
う
静
け
さ
の
中
に
あ
り

老
僧
の
鐘
の
一
打
の
涼
し
け
れ

涼
風
の
ふ
ん
だ
ん
に
来
る
茶
の
間
か
な

舘
村
　
青
村

然し
か

る
可べ

き
十
一
月
と
な
り
に
け
り

昨
日
の
吾
今
日
の
己
や
小
六
月

冬
部
　
雪
女

短
日
の
日
だ
ま
り
に
居
る
車
椅
子

日
々
好
日
句
帳
に
冬
日
こ
ぼ
れ
た
り高

島
ふ
み
女

胸
の
内
み
ん
な
喋
ら
す
夜
長
か
な

信
仰
の
厚
き
一
村
豊
の
秋
　
　
　
　（
岑
　
子
）

山
里
の
稲は

架ざ

お
し
な
べ
て
低
か
り
し（
岑
　
子
）

秋
霖
や
駆
け
込
む
寺
の
深
庇
　
　
　（
岑
　
子
）

俳
諧
の
五
感
を
ほ
ぐ
す
花
野
道
　
　（
雪
　
女
）

天
高
し
野
の
彩あ
や

を
句
に
染
め
な
が
ら（
雪
　
女
）

刈
田
あ
り
捨
て
田
あ
り
し
て
ベ
コ
坂
へ
（
ふ
み
女
）

秋
雨
や
な
で
て
地
蔵
の
膚
荒
し
　
　（
ふ
み
女
）

集
落
と
刈
田
二
分
の
丘
に
立
つ
　
　（
畦
　
畔
）

邑
社
境に

内わ

に
敷
き
積
む
落
葉
か
な
　（
義
　
也
）

秋
句
会
吟
行
と
や
ら
和
気
満
ち
て
　（
義
　
也
）

館
よ
り
里
一
望
に
秋
句
会
　
　
　
　（
赤
　
藤
）

大
空
の
真
下
に
広
し
刈
田
か
な
　
　（
赤
　
藤
）

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

【
訂
正
】

《
前
号
の
本
欄
ニ
段
、
八
行
目
。
冬
部
雪
女
句
》

◆
　

爽
や
か
に
ふ
み
女
の
記
念
誌
夏
繰
る

（
誤
）
夏
繰
る
　（
正
）
頁
繰
る

第
２
８
３
回
　
く
の
へ
俳
句
会

✿

わが家の人気者

Happy birthday!!
◉1月に１歳を迎える赤ちゃんの写
真を募集しています。ご希望の方は
12月９日（金）までに、❶写真（デー
タでも可）❷お子さまへのメッセー
ジを書いた紙を役場総務企画課広報
担当（☎ 42-2111内線 168）までお
持ちください。

１歳のお誕生日おめでとう☆
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いつでも・どこでも・どなたでも…

生涯学習だより

　

第
46
回
村
民
体
育
大
会
綱
引
競
技
は

11
月
20
日
、
村
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
櫻
庭
豊
太
郎
大

会
長
は
「
綱
引
き
競
技
は
村
民
体
育
大

会
最
後
の
種
目
。
総
合
優
勝
を
目
指
し
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
競
技
に
臨
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
選
手
を
激
励
。
昨
年

女
子
の
部
で
優
勝
を
果
た
し
た
伊
保
内

第
１
区
体
育
振
興
会
を
代
表
し
て
、
岩

本
友
希
乃
さ
ん
と
渡
美
香
さ
ん
が
選
手

宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
、
日
本
綱
引
連
盟
公
認
審

判
員
の
佐
々
木
茂
さ
ん
と
佐
藤
正
夫
さ

ん
の
ジ
ャ
ッ
ジ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
が
呼
吸
を
合
わ
せ
て
綱
を
引
き
、
勝

利
を
目
指
し
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、

男
子
の
部
・
女
子
の
部
と
も
に
、
伊
保

内
第
１
区
体
育
振
興
会
が
優
勝
。
男
子

は
２
年
連
続
、
女
子
は
７
年
連
続
と
な

り
、
昨
年
に
続
い
て
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
の

快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
子
の
部　

①
伊
保
内
１
区
②
江
刺

家
③
戸
田
２
区

▼
女
子
の
部　

①
伊
保
内
１
区
②
戸
田

２
区
③
伊
保
内
２
区

　

第
46
回
村
民
体
育
大

会
は
、
11
月
20
日
に
行

わ
れ
た
綱
引
き
競
技
を

も
っ
て
全
競
技
が
終
了

し
ま
し
た
。ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
、
駅
伝
、
綱

引
き
の
６
つ
の
競
技
で

争
わ
れ
た
今
大
会
。
そ

れ
ぞ
れ
の
競
技
に
参
加

し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

伊
保
内
第
１
区
体
育
振
興
会

２
年
連
続
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

種目別順位表 ※ - は不参加。
種 　 目 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位
ゲートボール 長興寺 伊保内 1 伊保内 2 江刺家 戸田 2 -
野 球 江刺家 伊保内 1 戸田 1、長興寺 戸田 2、伊保内 2
バレー（男子） 江刺家 伊保内 2 戸田 2 長興寺 戸田 1 伊保内 1
バレー（女子） 江刺家 長興寺 戸田 2 戸田 1 伊保内 1 伊保内 2
卓 球 伊保内 2 戸田 2 戸田 1 江刺家 伊保内 1 -
駅 伝 戸田 1 伊保内 1 戸田 2 伊保内 2 江刺家 長興寺
綱引き（男子）伊保内 1 江刺家 戸田 2 伊保内 2 戸田 1 長興寺
綱引き（女子）伊保内 1 戸田 2 伊保内 2 江刺家 戸田 1 -

総 合
（ 得 点 ）

江刺家
（34.0点）

伊保内 1
（32.0点）

戸田 2
（29.5点）

伊保内 2
（27.5点）

戸田 1
（22.5点）

長興寺
（19.5点）

男子は2 年連続、女子は７年連続の優勝を果たした伊保内第１区体育振興会

村民体育大会

綱引競技
tug of  war

　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
村
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
10
月
30

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
育
セ
ン

タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
コ
ン
パ
ス
（
方
位
磁
石
）
と

地
図
を
使
い
、
い
く
つ
か
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
た
１
時
間
ほ
ど

の
コ
ー
ス
の
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

た
。
部
門
ご
と
の
１
位
入
賞
チ
ー
ム

は
次
の
と
お
り
で
す
。
▼
小
学
生

５
・
６
年
の
部　

パ
ン
プ
キ
ン
▼
親

子
の
部　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
▼
中
・

高
校
生
の
部　

骨
付
き
肉

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
５
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

総合優勝は江刺家
第46回村民体育大会チ

ー
ム
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、
江

刺
家
体
育
振
興
会
が
総
合
優
勝
を
果
た

し
、
伊
保
内
第
１
区
体
育
振
興
会
の
11
連

覇
を
阻
止
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。中・高校生の部で優勝した

「骨付き肉」



●開館時間／平日：9時～ 19時，土日祝：9時～ 17時　●休館日／年末年始・お盆と祭り期間　●貸出期間／ 3週間
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Books ❖ 図書室から、おすすめの新着本を紹介します。
、

12月23日からシーズン券（平庭高原ス
キー場共通券）の販売を開始します。シー
ズン券購入、お問い合わせは西山荘２階
管理事務所（☎42-2366）へ。

《シーズン券料金》　
　一　般（高校生以上）     15,000円
　中学生以下・60歳以上　10,000円

―イベントスケジュール（予定）―

● 1月 28日土　戸のまち交流事業　
● 2月    4日土　ナイター感謝デー
● 2月 18日土　小・中学校スキー大会
● 2月 26日日　村スキー選手権大会

月の街　山の街星守る犬

村上たかし著／双葉社

韓国には「月の街」「山の街」と
呼ばれる、貧しい人々が住む街
があります。舗装されていない
丘の斜面に密集する住宅地。急
な階段を上って人々はそこへ帰
っていきます。高い場所に位置
し、月や山に近いことから、そ
う呼ばれるようになりました。
そこに住む人々のとても温かい
物語の数々を収録したものです。

いじわるな
ないしょオバケ 県庁おもてなし課

イ・チョルファン著／ワニブックス ティエリー・ロブレヒト作／文渓堂 有川浩著／角川書店

うっかり、ママの大切な真珠の
首飾りをこわしてしまった、サ
ラ。朝、目をさますと、いじわ
るな、ないしょオバケがおなか
にすわっていた。「サラ、真珠
の首飾りをしらない？」ママに
聞かれて、「しらないよ」って
答えたとたん、二つめのオバケ
がピョコン。

とある県庁に突如生まれた新部
署、おもてなし課。若手職員の
掛水は、地元出身の人気作家
に観光特使就任を打診するが…
「バカか、あんたらは」。いきな
り浴びせかけられる言葉に掛水
は思い悩む―。地方活性化にか
ける苦しくも輝かしい日々が始
まった…。

タイトルの言葉は、手に入らな
いものを欲しがる人のことだそ
うです。誰でも当たり前に持っ
ているものを持てなくなる。な
んでこんな社会になってしまっ
たんだろう。お父さんはあまり
にも不器用。だけど愛情深く、
愛犬ハッピーと二人っきりの旅
に出ます。

　放送大学
４月入学生募集中
　

　放送大学では平成24年度第１

学期（４月入学）の学生を募集

中です。放送大学はテレビやラ

ジオの放送を通して学ぶ遠隔教

育の大学です。心理学・福祉・

経済・歴史・文学・自然科学な

ど、幅広い分野を学ぶことがで

きます。出願期間は２月29日ま

で。資料は無料です。お気軽に

放送大学岩手センターまで請求

してください。また、放送大学

ホームページからもお申し込み

できます。

問　放送大学岩手学習センター
　　☎ 019-653-7414

　放送大学

12・23（金）オープン！
村営くのへスキー場

2012シーズン



問住民生活課保健衛生班☎42-2111（内線122）みんなの健康

問住民生活課国保住民班☎42-2111（内線212）国保だより
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○油を上手に利用する
　少しの量でたくさんのエネルギーを出すので、体
を温かくします。天ぷら、炒め物などに使って食べ
ましょう。

○ビタミンＣを毎日とる
　ビタミンＣは寒さを防ぐホルモンを助ける働きを
します。野菜サラダ、大根おろし、さつまいも、み
かんなど新鮮な野菜や果物を食べましょう。

○ビタミンＡをたっぷりとる
　鼻や喉の粘膜や皮膚
を強くしてウイルスが
入るのを防ぎます。ほ
うれん草、人参、レバー
などを食べましょう。また、ビタミンＡは油にとけ
る性質があるので炒め物や揚げ物にすると体内に吸
収されやすくなります。

（栄養士　小野瑞希）

交通事故によるけがの治療に
国保を使うときは届け出が必要です

　　
　冬が到来すると日没が早まったり、道路が凍結し
たり交通事故が発生しやすい状況となります。交通
事故によるけがは本来、その治療費を加害者が負担
しなければなりません。
　しかしながら、加害者の経済的理由などで治療が
できなくなることを防ぐため、国保を使用して治療
を受けることもできます。

■　役場の国保窓口に必ず届け出てください
　国保を使って治療するとその治療費は、国保が一
時的に立て替えることになり、治療が終わったら国
保が加害者に対して、その立て替えた医療費を請求
することになります。
　そのため、国保を使って治療したときは、役場の
国保窓口に被害の届け出をすることが法令により義
務づけられています。

風邪の予防と食生活　
　

　
　風邪はいろいろな病気の中でも私たちが一番かか
りやすい病気です。また、風邪は軽く見られがちで
すが、昔から「風邪は万病のもと」と言われるよう
に、気をつけなければいけません。風邪を予防する
ために、十分な睡眠と運動、そして栄養バランスの
とれた食生活を心掛けましょう。

■　風邪を予防する生活
●外から帰ったら必ず手洗い、うがいをしましょう。
●部屋の空気を入れ替えて、漂っているウイルス
　の数を減らしましょう。
●空気の乾燥に気をつけましょう。

■　風邪を予防する食事
○たんぱく質をしっかりとる
　たんぱく質は、寒さに対する抵抗力を強めます。肉、
魚、卵、牛乳、豆腐などを十分食べるようにしましょう。

　
■　示談について
　国保が一時的に立て替えた医療費は、本来加害者
が負担すべきもので、加害者には国保に返還する義
務が生じます。
　ただし、加害者から返還してもらう分について、
当事者双方で請求しない旨の示談を行うと、国保は
加害者に請求できなくなり、被害者自身に思いがけ
ない負担が発生する場合がありますのでご留意くだ
さい。
※　交通事故に遭わないよう、起こさないよう十分
注意しましょう。そして、万が一に備え、自分や家
族を守るために、自動車やバイクに乗る人は任意保
険に加入しましょう。

―　届け出のときに持ってくるもの　―

　❶　印鑑
　❷　国保の被保険者証
　❸　事故証明書
　　（人身事故の証明がされているもの）



問二戸消防署九戸分署☎42-3119消防署だより

問二戸警察署九戸駐在所☎42-2210駐在所ホットライン

広報くのへ●2011-1217

冬の交通事故防止県民運動

スローガン「一滴が　涙に変わる　その飲酒」

■　期間　
　12 月１日㊍から 12 月 10 日㊏までの 10 日間

■　運動の重点
　○子どもと高齢者の交通事故防止
　○すべての座席のシートベルトとチャイルド
　　シートの正しい着用の徹底
　○飲酒運転の根絶
　○スピードダウンの
　　徹底

■　冬の交通事故防止のポイント
　交差点やトンネルの出入り口付近、カーブ、橋
など凍結しやすい場所ではあらかじめスピードを
落とし、スリップや対向車線へのはみ出しなどに
よる交通事故を防ぎましょう。

年末年始特別警戒活動の実施

～年末年始を安心して過ごしましょう～

　県警察では、年末年始における犯罪や事故を防
止するため、「年末年始の特別警戒活動」を実施
します。
　実施期間は、12 月 15 日㊍から１月３日㊋まで
の間です。

　年末年始は、特に、
●金融機関、コンビニなどを狙った強盗事件
●空き巣や事務所荒らしなどの窃盗事件
●路面凍結などによる交通事故
　などの事件・事故の増加が予想されます。
　このような事件・事故に遭わないために、
●防犯体制や通報体制を整える。
●鍵掛けを励行する。
●道路状況に応じた安全運転に努める。
　などを心がけることが大切です。

火災の恐ろしさを知ろう

　火災における死者の発生原因、その大部分は
酸素欠乏です。それも、夜間の就寝中に多く発
生しています。火災に気が付くのが遅れてしま
い、酸素欠乏で体の自由がきかなくなって、逃
げ遅れにより多くの方が亡くなっています。

―　知っておこう　―
　通常の空気中には約21％の酸素が含まれてい
ます。しかし、この酸素濃度が16％になると頭痛、
吐き気、めまいなど、人体に影響が現れてきます。
さらに、６％以下になると瞬時に失神、呼吸停止、
麻痺、６分後には死に至るとされています。

―　守りましょう　―
　これから暖房器具など、火を使用する機会が
多くなってきます。狭い部屋で石油ストーブを
使用するとき、台所で長時間ガスコンロを使用
するときは、酸素欠乏を防ぐため必ず換気をし
ましょう。
　そう、あなたの家族を守るため…。

事故

件数 累計 前年比

人身事故 1件 2件 －3件

物損事故 5件 51件 －2件

負 傷 者 0人 3人 －3人

死 亡 者 1人 1人 ＋1人

飲酒運転検挙者 0人 0人 ±0人

火災・救急

件数 累計 前年比

火　　災 0件 0件 －8件

救　　急 25件 254件 ＋30件

Number Information　2011.10.1～10.31

10月31日現在、
交通死亡事故ゼロ日数は…　　　　　  日です5

ＳＴＯＰ！飲酒運転

火の後始末忘れずに
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12/

ごみ収集日
収集区域 燃えるごみ ビン・金物 空き缶 粗大ごみ 紙・プラ類

瀬月内／宇堂口／泥の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下／山根／荒谷／二ツ家

毎週水曜日
5月 19月 8木

7・14・21・28

鹿島／伊保内上・下／川向・南田
毎週木曜日

6火 20火 14水
1・8・15・22・29

小倉／長興寺上・下／大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木／江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

毎週金曜日
12月 26月

第2火曜日
22木

2・9・16・27 13火

休日当番医【午前９時～午後５時】 休日当番歯科医【午前９時～正午】
12/4 ㊐ 千葉耳鼻咽喉科医院

12/4 ㊐ 阿部歯科クリニック
☎ 23-2009（二戸市） ☎ 25-4182（二戸市）

11 ㊐ 小野寺クリニック 11 ㊐ 岩渕歯科医院
☎ 46-2822（軽米町） ☎ 32-2238（一戸町）

18 ㊐ おりそ内科循環器クリニック 18 ㊐ 曽根歯科医院
☎ 22-2251（二戸市） ☎ 27-3108（二戸市）

23 ㊎ 浄法寺診療所 23 ㊎ 沢藤歯科医院
☎ 38-2021（二戸市） ☎ 25-4002（二戸市）

25 ㊐ 松井内科医院 25 ㊐ ほんだ歯科クリニック
☎ 33-2201（一戸町） ☎ 23-9591（二戸市）

31 ㊏ 菅整形外科皮膚科クリニック 30 ㊎ ぽっぽ歯科クリニック
☎ 23-7311（二戸市） ☎ 31-1182（一戸町）

1/1 ㊐ 川村医院 31 ㊏ 国香歯科医院
☎ 23-3252（二戸市） ☎ 23-2223（二戸市）

1/2 ㊊ いちのへ内科クリニック
1/2 ㊊ 阿部歯科クリニック

☎ 33-2701（一戸町） ☎ 25-4182  （二戸市）

3 ㊋ 齋藤産婦人科医院 3 ㊋ 右門歯科クリニック
☎ 23-2505（二戸市） ☎ 38-2288（二戸市）

村のこよみ 12 月
日にち 行　事　名 時　間 場　所

4日 村ビーチボール大会 　9時00分～ 体育センター
歳末チャリティー演芸会 11時00分～ HOZホール

5月 ぽっかぽか教室（集団） 　9時30分～ 保健センター
6火 保健師による出前相談 　9時30分～ 老人福祉センター
9金 デイケア 　9時30分～ 保健センター

12月 キッズママサークル 　9時30分～ 保健センター
17土 『やまびこ』読み聞かせ会 10時00分～ 公民館図書室
18日 家族ふれあいの日
19月 ぽっかぽか教室（個別） 　9時30分～ 保健センター
20火 乳児・１歳６か月児・２歳児健診 13時15分～ 保健センター
23金 村営くのへスキー場オープン くのへスキー場

1/4水 村交通安全祈願祭 14時00分～ 開発センター
村新年交賀会 16時00分～ HOZホール

ハローワーク二戸

求人情報

■有限会社竹村商事
①ブロイラー出荷作業員《正社員》

②九戸村③18歳以上④149,500円⑤

普通自動車免許一種（自力通勤可能

な方）

■社会福祉法人九戸福祉会
①介護職員《正社員以外》②九戸村

③不問④145,000円～165,000円⑤雇

用期間：平成24年３月１日～平成24

年８月31日　雇用期間満了後６か月

ごとの更新、月に４回程度夜勤あり

◎11月15日現在の求人情報から掲

載しています。求人に関するお問い

合わせは、ハローワーク二戸（☎
23-3341）まで。求人情報は役場ロ

ビーでも配布しています。

①職種②就業場所③年齢
④基本給⑤必要資格など

お詫びと訂正
広報くのへ９月号 18 ㌻に掲載した
有限会社出町土木の求人情報におい
て、「大工」は「土工」の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。
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information

固 定 資 産 税 　第３期
国民健康保険税　第６期

12月26日月が
納期限です

詳しくは、住民生活課賦課徴収班
（☎42-2111内線233）へ。

高齢者なんでも相談
シルバー110番開設

　岩手県高齢者総合支援センター
では高齢者のなんでも相談「シル

バー110番」を開設しています。

予約により法律・医療・人生・認

知症などの相談に専門家が応じま

す。秘密は厳守します。お気軽に

ご相談ください。

■フリーダイヤル　0120-84-8584
（受付：月曜日～金曜日、９時～17時）

■相談料　無料
■問い合わせ　岩手県高齢者総合
支援センター（☎019-625-7490） 電話帳の配達と

回収に伺います
　NTT東日本では、12月中に順次、
新しい岩手県版の電話帳を各ご家

庭や事業所へお届けします。現在

お使いの電話帳は、お届けの際に

回収しますので配達員へお渡しく

ださい。回収した電話帳は、地球

環境保護や資源の有効活用のため、

新しい電話帳の原材料となります。

　ご不在などで配達員に電話帳を

渡せなかった場合、下記へご連絡

いただければ、後日、改めて回収

に伺います。

■問い合わせ　タウンページセンタ
（☎0120-506-309）

戦後強制抑留者へ
特別給付金を支給

　シベリア戦後強制抑留者に対す

る特別給付金を支給しています。

■対象者　旧ソ連邦またはモンゴ
ル国の地域における戦後強制抑留

者で、平成22年６月16日に日本国

籍を有するご存命の方（平成22年

６月16日以降に亡くなられた方の

相続人は請求できますが、施行日

前に亡くなられた方のご遺族など

は、対象となりません）

■請求受付期間　平成24年３月
31日まで

■その他　請求書をお持ちでない
方は、お電話ください。すでに特

別給付金を支給された方は、再度

の請求はできません。

■問い合わせ　独立行政法人平和
祈念事業特別基金事業部特別給付

金認定担当（☎0570-059-204・ナ

ビダイヤル）

特設人権相談所開設
気軽に相談ください

　いじめ、家庭内の問題、近隣と

のトラブルなど人権に関するお悩

みに、人権擁護委員が無料でご相

談をお受けします。秘密は厳守さ

れますので、お気軽にご相談くだ

さい。

■日時　12月７日㊌
　　　　午前10時～午後３時

■場所　村山村開発センター
■問い合わせ
盛岡地方法務局二戸支局（☎25-

4811）または住民生活課国保住民班

（☎42-2111内線211）

エイズ夜間相談と
即日検査のご案内

■日時　12月15日㊍
　　　　午後５時～午後７時

■場所　二戸保健所保健相談室
　　　　（二戸地区合同庁舎３階）

※無料・匿名でどなたでも受ける

ことができます。当日30分程度で

結果がわかります。ご希望の方は

電話でお申し込みください。

■申し込み・問い合わせ　二戸保
健所保健課（☎23-9206内線231）

不審な電話に
ご注意を！！

　11月16日に二戸市で、福祉事

務所職員を名乗る者が電話で「高

額医療費49,800円を振り込むの

で、ATMに行ってください」と語

り、携帯電話でATMの操作を誘導

し、現金をだまし取ろうとする不

審な電話がありました。

　岩手県後期高齢者医療広域連合

および市町村が電話でATMの操作

を誘導することはありません。

　おかしいと思った場合は、広域

連合、村担当課または警察署に問

い合わせてください。

■問い合わせ　
岩手県後期高齢者医療広域連合

（☎019-606-7500）または住民生

活課国保住民班（☎42-2111内線

212）または二戸警察署九戸駐在所

（☎42-2210）
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戸籍だより
※10月16日～11月15日届け出分・敬称略
※氏名は正字で表記しています。

お誕生おめでとう

　中　村　　諒
りょう

 　（純一・花愛）戸 田 下

　大　崎　美
み

　月
づき

 （重光・美香）川　　向

　安堵城　栞
かん

　菜
な

 （徳明・紗織）伊保内上

　小　田　　慧
かなた

 　（   忍  ・  恵   ）荒　　田

ご冥福をお祈りします

　本　川　德　藏　（81歳） 泥 の 木

　本　地　ミサヲ　（79歳） 折 爪 荘

　杉　村　ト　ミ　（93歳） 戸 田 上

　浅　水　ミ　ヨ　（84歳） 瀬 月 内

　小田澤　マツノ　（77歳） 細　　屋

　七　戸　金　一　（77歳） 細　　屋

　佐々木　　博　　（78歳） 鹿　　島

　栗谷川　菅　男　（61歳） 小　　倉

　関　端　憲　治　（69歳） 道　　地

　

人のうごき
（平成 23年 11月 1日現在）

●人　口　　６，５６１　人（　－２）
　　男　　　３，１６８　人（　－１）
　　女　　　３，３９３　人（　－１）
●世帯数　　２，１８３世帯（　＋２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　転　入　　　　６　人（　９４人）
　転　出　　　　０　人（１２５人）
　出　生　　　　５　人（　３０人）
　死　亡　　　１３　人（　９５人）

（カッコ内は１月からの累計）

●●●●●　  編集室から  ●●●●●
◆今年も残り１か月。2011年を振り返ってみ
ると、年末年始の大雪から始まり、震災、台
風など災害の多い１年でした。この１年を通
して、普通の生活ができることのありがたさ、
人と人の助け合いや思いやりの温かさを実感。
復興の後押しとなるような、明るい話題の多
い新年になるといいですね◆趣向を凝らした
作品がずらりと並んだ産業・芸術文化まつり
展示部門。ほっこりするものや、思わず見入っ
てしまうものなど、個性あふれる作品がたく
さんありました。これを機会に、自分も何か
新しいことに挑戦してみたいです（尾友）

■
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第
25
回
九
戸
村
産
業
・
芸
術
文

化
ま
つ
り
は
10
月
28
日
か
ら
30
日

ま
で
と
11
月
３
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
な
ど
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
展

示
・
産
業
・
発
表
の
３
部
門
を
楽

し
み
ま
し
た
。
展
示
部
門
の
開
会

式
で
岩
部
茂
村
長
は
「
芸
術
文
化

活
動
は
人
間
の
幅
を
広
げ
て
く
れ

る
も
の
。
村
の
皆
さ
ん
に
作
品
を

し
っ
か
り
披
露
し
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
村
文
化
協
会
の
和

田
敏
会
長
は
「
産
業
・
芸
術
文
化

ま
つ
り
を
機
に
、
文
化
の
持
つ
意

味
を
考
え
、
よ
り
す
ば
ら
し
い
文

化
を
育
て
て
」
と
話
し
ま
し
た
。

Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
と
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
に
は
、
各
団
体
か
ら
寄
せ
ら

村の芸術文化
一堂に会す

村産業・芸術文化まつり

❶伊保内小学校の児童は合唱「Ｕ＆Ｉ」と「ＹＥＬＬ」の２曲を披露❷趣向を凝ら
した作品が展示され、来場者は一つ一つの作品に見入っていました❸買い物客や催
しの参加者でにぎわった産業部門の会場

③

れ
た
美
術
、
絵
画
、
写
真
、
書
道
、

工
芸
な
ど
が
並
び
、
心
の
こ
も
っ

た
作
品
の
数
々
が
鑑
賞
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
産
業
部

門
の
会
場
と
な
っ
た
村
体
育
セ
ン

タ
ー
に
は
、
村
内
の
企
業
や
団
体

が
出
店
。
福
引
き
抽
選
会
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ハ
イ
ハ

イ
レ
ー
ス
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

も
催
さ
れ
、
ま
つ
り
を
一
層
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
発
表
部
門
に
は
小
中
学

生
や
郷
土
芸
能
保
存
会
な
ど
14
団

体
が
出
演
。
山
根
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
合
唱
と
群
読
を
は
じ
め
、

に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る

コ
ー
ラ
ス
や
演
奏
、
舞
踊
が
観
客

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

①

②


